



































































































































































































































































































































































































































































































































































































median |綴： ｕｓｌｎｇ ｒｎｅａｎ uslng median us1ng median ｕｓ１ｎｇ ｍｅａｎ 
alllevelsofeducation 
liⅦHliil に！４４４４４ ２３４５６ ’’’一’８５５５５ １２３４５ ６６５９９ ４５５４４ ２５１６９ ９９９７６ 
gradeschoolgraduates 
1ｉＷｍ１ ４４４４４ ２３４５６ 一一一一一８５５５５ １２３４５ ２２８４３ ６７６６７ ８２２１８ ７７７６６ ０３６１７ ９９８８７ 
highschoolgraduates 
iliJili1 ４４４４４ ２３４５６ ’’’一一８５５５５ １２３４５ ２７０２６ ５６７６６ ７８４８１ ５７８６６ ５３２２０ ９００９８ １１ 
collegegraduates，４ｙｅａｒｓｏｒｍｏｒｅ 
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上院議員儲 １ １ １ １ 
下院議員{識 ５ ９ 1３ ２ ７５ １ 1６ ４ 
州議会議員伽|議事 9４ １６ 169 ５４ 206 ７８ 281 124 299 134 
長麟 (ＮＡ） (ＮＡ） 4８ ３３ 8６ ４４ 135 ８２ 162 104 市
他儲 (ＮＡ） (ＮＡ） 1,242 ６１６ 1,958 ９４９ 3,069 1,702 3,833 2,326 その
Ｕ・SDept・ｏｆＣｏｍｍ.，ＴｊｌｃＳａｃｉａノα"‘ＥＣＯ"0〃ｃＳｊα/"ｓｑプオルｃＢ/αcル
Ｐｏｐ"ﾙｵﾉo〃ｉ〃ノハＣＤ"ﾉﾉc‘Ｓ'α/Cs：Ａ〃Ｈ/s/0γｊｃａノWez(ﾉ，Ｚ７ｇＯ－Ｚｇ７８．
しかし，それはすぐに高いつけをはらわされるにいたるのだが，それに
ついては少し後にして,その前につぎのことを確認しておこう。すなわち，
きわめてラフではあるが，以上，アメリカ労働者階級の底辺におかれた黒
人の政治化とそれへの「現代民主主義」的対応をゑてきたのであるが，こ
れによって，われわれは，さきに承たリベラルの政策発展こそは，まさに
かかる黒人の政治的エネルギーの昂揚や爆発を前に，それを「現代民主主
義」の枠の中に筒導していく手だての展開過程でもあったことを確認する
のである。
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こうして，リベラルの主張は，将来への楽観的展望はこれを惜いて，現
実認識にかかわる限りでは，平等化の統計上のふかげでも，虚像でもな
く，またリベラルの平等化政策の推進も，たんに実効がないと斥けるので
はその真の意味は見失われる。それらは，まさにアメリカ資本主義の国家
独占資本主義的展開のうちに根拠をもち，それなりの実効性をもっている
というべきであろう。
さて，そうとすると，ラディカルが指摘する都市における黒人の対白
●●●●● 
人格差の縮小することなき執勧な存続ということも，いまや独占資本主
●●●、
義一般がもつ平等化に対する限界というスタティックな把握から，かかる
●●●●０●●●● 
統合力豊かなアメリカ国家独占資本主義の統合の限界というダイナミック
な把握に転ぜしめることが可能になる。こう言っただけでは少し唐突にす
ぎるかもしれない。少し説明をくわえれば，それはこういうことである。
ラディカルが指摘するように，黒人の「民主化｣，平等化にはdefacto
には勿論，「民主主義的権利」というｄｅｊｕｒｅにもなおかなり大きな限界
が承られるが，したがって黒人の「現代民主主義」的統合はなお半ば，な
いしせいぜい％にすぎないといわねばならないが，しかしこの「現代民主
主義」の枠の中への参入を，例え半ばないし％でも許容するようになって
きた国独資的発展の過程それ自身が，まさにそのことによってじつは容易
ならぬ難問を生糸出す，主要な原因の一つになってしまっているというこ
とである。この難問として，われわれの念頭にあるのは，他でもない，理
代資本主義の業病といわれるスタグフレーションのことである。
かつて，われわれは，スタグフレーションが現出するその基礎には，
「特殊歴史的，体制的過剰資本」の蓄積があることを指摘した(62)。前述
したように，「現代民主主義」的統合は，その政治的編成がく資本一賃労
働＞関係を揚棄するものでない以上，「完全雇用」にまで賃労働雇用を拡
大するという物質的基礎を必要とする。そしてこれを実現すべく，金本位
制のタガをゆるめて，資本蓄積を通常の制約を越えて推し進めることを要
２２４黒人差別とアメリカ資本主義の現段階
求した。しかし,まさに,これが成功する過程はたんなる景気循環のうちに
生ずる過剰資本ではなく，資本主義の歴史的実力を越えた政治的過剰蓄積
の結果としての過剰資本，すなわち｢特殊歴史的・体制的過剰資本｣を尼大
に生永出す過程となったのである。アメリカ資本主義の基幹的労働力にし
て，かつ組織労働者の'１１核をなす白人男子壮年労働力を体制内に筒導する
には，管理通貨制への移行を前提とした後j91ニュー・ディールの景気回復
政策を，さらには第二次世界大戦下での戦薑争経済による過剰蓄積を要し
た。だが，メイン・ストリームからはずれた限界部分たる黒人を，階層分
化したその上層部だけでもこれを体制内につなぎとめておくためには，以
上のうえに，さらに1960年代の「完全雇用余剰」概念によって正統化され
た人為的成長策を，そしてヴェトナム戦争によって加速された過剰蓄積を
要した。そればかりではない，その上に，上に見たように60年代後半から
70年代はじめにかげて急展開した黒人平等化政策，ないし鎮撫策は，財政
のさらなる膨張を要求して過剰蓄積を促進したのである。
ところで，かかる過剰蓄積によって形成された過剰資本を隠蔽するに
は，加速化するインフレーションを以ってする他はないが，それはドル危
機を，そしてＯＰＥＣの反撃を，ひいては世界市場の大破綻を招く。かく
てはインフレの抑制に向かわざるを得なくなるが，若干でもこれを抑制し
ようとすると，セカンダリー・レイバー・マーケットは急速に収縮して高
率の失業が現象する。この増大する失業を「完全雇用失業率」の上方修正
によって，あるいはコンサーヴァティヴのように，かかる高率の失業率が
じつは同然失業率だとひらきなおって，インフレを抑制してゆくことが可
能ならば，それはそれでよい。しかし，いまやかっての南部農村における
潜在的過剰人口を，さきにゑたように「失業」「就業」「非労働力」状態を
転々とするセカンダリー・レイバー・マーケットに置き換えることによっ
て－ちなみに，国独演の用意した「完全雇用」とはじつはかかるセカン
ダリー・レイバー。マーケットの急激な拡大でしかなかったのであるが，
それにしてもこのようなものでもこれを創出し，かつここにおいて「完全
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雇用」状態を維持するには，かなりの，さぎに指摘したように何段階にも
わたる，過剰蓄積を要したのである－階級を編成するにいたっている以
上，そのようなインフレ抑制は営々と築いてきたニュー・ディール以来の
国独資的階級編成を瓦解に導く。とくに労働市場が二分化されており，セ
カンダリー・マーケットの賃金引下げ圧力が，プライマリー・マーケット
に伝わりにくくなっているゆえに，インフレ抑制はかなり大胆におこなわ
ねばならず，それだけ階級編成を瓦解に導く危険は大きい。かくて，マネ
タリストのインフレ抑制策は，「現代民主主義」的統合になじまず，時代
を自由主義の過去に遡れない以上，事実上別のかたちの，たとえばファシ
ズムのごとぎ組織化を必要としているのである。
それはとにかく，アメリカ資本主義は，いまやかかるスタグフレーショ
ンに直面したということは，少くとも，もはや旧来のトレンドの延長上に
は，すなわち「現代民主主義」的統合をさらに推し進めていくというかた
ちでは，黒人の解放はありえないということを示す。しかも，こういう情
況の中でラディカルは指摘するのである，「都市においては格差の縮小が
ふられず，全国平均でゑても，なお対白人６割の水準にとどまっている」
と。黒人が「現代民主主義」的イデオロギーの充満する中で安んじて６割
市民の地位に甘んずるなら別であるが，もしそうでないとするなら，ラデ
ィカルが統計的に指摘する平等化の限界は，以上の考察を終えたわれわれ
には一層の重糸をもってくるのである。
かくて，われわれは，より大きな確劒情を以って，Reichとともに，「Al-
ternativeが求められねばならない」と言わねばならない。
（62）共著『現代日本帝国主義』前出，501頁以下参照。
5．おわりに
以上，われわれは，もっぱらその経済的地位に焦点を置いてではある
が，アメリカ社会の底辺にアメリカン・クリードに矛盾する，例外的存在
とされてきた黒人の「現代民主主義」体制の中への統合過程についてゑて
２２６黒人差別とアメリカ資本主義の現段階
きた。そこでわれわれは一方で，そのすさまじい統合力を承るとともに，
他方で，その限界も，いまや，「現代民主主義」的統合の命取りともなる
ような深刻なかたちで出てきていることも確認した。ところで，白人男子
と大きな格差をつけられているのは，黒人だけではない。人口の半分を占
める婦人が労働市場では黒人と同じような立場に置かれている。しばしば
黒人，婦人達はマイノリティと称されているが，数だけから言えばまさに
マジョリティになる。もし彼らがその格差に甘んずるなら別であるが，そ
うでないとすれば，彼らマジョリティの平等化要求のポテンシャリティは
まさに巨大というべきであろう(63)。
すでに承たように，彼らの社会的主体性を，資本，あるいは国家に譲渡
して，あてにならない「生存権」を「完全雇用」というかたちで受動的に
保障してもらうという，「平等化」「民主化」は，いまや，スタグフレーシ
ョンを帰結し，逆に反動化の波にさらされ出したのである。レーガン大統
領の登場は象徴的である。しかし，時代をもはやニュー・ディール以前に
戻し得ない以上，したがって，反動には成算がないだけに無気味である｡
かくて，社会的主体が彼らの社会的力能を巨大な資本や巨大な国家に譲り
渡すのではなく，何らかのかたちで，何らかの範囲で，この社会的力能を
ゑずからにとりもどすような方向でのAltemativeの模索が，これからい
よいよ緊張を増すであろう動，反動の対決のなかで切実に要請されてくる
のである。かくて，われわれは，MartinLKingとともに「アメリカの
将来は現在の危機をどのように切り抜けるかということと切りはなちがた
く結びつけられている」といわねばならない。
(63）アナロジーが許されるとすれば，はじめに指摘したように，マジョリティ
なるマイノリティーは，－インプリケイションを脹らませついでに脹らま
せて言えば－，グローバルな規模では第三世界に住む，気の遠くなるよう
な鹿大な人民である。ここでは「現代民主主義」的統合がもつ限界は，分析
するまでもなくあきらかというべきであろう。Alternativeが求められねば
ならない。
ちな承にもうひとつのインプリケイションは，ひるがえって「単一民族国
２２７ 
家」日本を承ることである。同じ黄色い皮膚の色をした「黒人」が歴大にい
るはずである。所得階層によって，教育システムによって，企業構造の，あ
るいは，労働市場の階層化によって，プライマリー．レイバー．マーケット
に入れないで黒人の対白人格差以上の格差を甘受しつつセカンダリー．レイ
ハー・マーケットにおいて転々と流浪している黄色い黒人が。そして彼らは＋ 
皮膚の色が黄色いが故にゑずからを黒人として意識化する契機は。アメリカ
のそれより不利な立場に立っているというべきであろうか。
